
会 津 放 射 能 情 報 セ ン タ ー 

大 阪 報 告 会 の ご 案 内 

福島の「今」を聞きませんか？ 

 子どものいのちをまもりたい！  
2011 年３月 11 日、東北地方太平洋沖地震による災害、そして地震に伴う

東京電力福島第一原子力発電所事故以来、その様々な被害の様子をわたした

ちは注視してきました。会津放射能情報センターはいち早くその活動を始め

られ 2011 年５月以降、東北・会津の地よりわたしたちに様々に被災地の状

況、被災の現状を発信してくださっています。会津放射能情報センター・代表

の片岡輝美さんとスタッフの方が８年にわたる活動と現状報告を行なってく

ださいます。福島の今、放射能被害の今、わたしたちの今、いのちの今に共に

耳を傾け、共に考えましょう。 

 報告会日程  

2020 年２月11 日（火・休）１０時～１２時 

      柏原市立市民ﾌﾟﾗｻﾞ ｱｾﾞﾘｱ柏原６F 市民ﾌﾟﾗｻﾞ 大会議室 

協賛 ： 

日本キリスト教団 久宝教会  

社会福祉法人 日本コイノニア福祉会 
 

福島の活動団体案内 

会津放射能情報センター ： https://www.aizu-center.org  

子ども脱被ばく裁判 : http://datsuhibaku.blogspot.com  

モニタリングポストの継続配置を求める市民の会 ： https://monitoringpost.blogspot.com 

JR大和路線 柏原駅・徒歩 1分 

近鉄道明寺線 柏原駅 徒歩 1分 

近鉄大阪線堅下駅 徒歩 10分 

 

アゼリアのアクセスマップ 

  

 



 

会津放射能情報センター報告会 

「考えること 悩むことは いのちに向き合うこと  

～ 福島からのメッセージ」 

報告者 会津放射能情報センター 代表 片岡輝美 

第 1回と第 3 回の会場では測定担当スタッフからの報告もあります。 

参加費 無 料 ※会場カンパがあります。 

 

■片岡輝美（かたおかてるみ） 

福島県生まれ、会津若松市在住。2011年 3月 15日から 

2週間、被ばくを避けるために末息子、妹親子と三重県

へ避難。帰還後、同年 5月に放射能から子どものいのち

を守る会・会津を、7月会津放射能情報センターを設立

し代表となる。2014年 8月より子ども脱被ばく裁判の会

共同代表。2018年 4月よりモニタリングポストの継続配

置を求める市民の会共同代表。 

 

「誠実にいのちに向き合うために…」  片岡 輝美 

2011年 3月 11日、東日本大震災が発生し東京電力福島第一原子力発電所核事故が起きました。同

日の午後 7時過ぎに日本政府は「原子力緊急事態宣言」を発令。それは今でも解除されていません。

核実験や広島長崎の原爆が核といのちは共存できないことを証明したにもかかわらず、この国は原

子力政策に邁進し福島原発核事故を起こしました。先の見えない放射能と汚染水との闘いが、今日も

原発事故現場では続いています。 

 今、福島で起きていることは放射能被害の「見えない化見せない化」です。汚染土は全国の公共事

業に再利用、汚染水は海洋放出、避難者支援を打ち切って帰還を促す、小児甲状腺がん患者と強い疑

いは 200 人を越えても、放射能の影響とは考えにくいと福島県は公表しました。目に見える被害や

被害者は見えなくされ、まるで何事もなかったことにされようとしています。その目的は原発事故は

起きても大丈夫との「安心神話」の構築と全国の原発再稼働です。 

 2012年 1月、大阪教区は会津放射能情報センターへの山崎知行医師（和歌山県・上岩出診療所）

派遣を開始。8年になろうとする今も、隔月に山崎医師は情報センターを訪れ、しゃべり場や個別

相談で不安を抱える市民と共に悩み励ましてくださいます。その感謝を込めて福島の現状と取り組

みを報告します。誠実にいのちに向き合うため、私たちは何ができるのかを共に考えましょう。 

 

主催  会津放射能情報センター   

後援  大阪教区・核問題特別委員会 

               報告会問合先 

                            日本基督教団大阪教区事務所 
                            ℡：０６-６７６１-８５６２ 
                            <uccj-osk@bfletsf.bforth.com> 



 


